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探究結果のまとめ　　色素の色による氷が溶ける量
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色素の色によって氷が溶けた量のグ
ラフ
探究実験の結果から共通的な特徴を
探せましたか？
・ 氷の溶ける量は，黄＜紫＜赤＜橙
＜青＜緑＜紺＜黒の順であった。
・ 氷の色によって同じ時間の間，溶
ける量がちがった。
探究を通して何を知りましたか？
知った内容をまとめてみましょう。
知ったこと
氷は色によって同じ時間の溶ける量
がちがうので，アイスクリームも色
によって溶ける量がちがうだろう。
色によって太陽エネルギーを吸収す
る量がちがうことが分かる。
探究結果発表
探究した内容を友だちに発表してみ
ましょう。
資料をプレゼンテーションやチャー
トを制作して発表することも可能だ
し，理科演劇や理科討論などの方法
でも発表することが可能です。また，
作品を作って展示したり，動画を制
作して発表したりすることもできま
す。
（ホワイトボード内：省略）
　東洋文化研究 18 号　　　
（139）
386
5．持続可能な社会を目指す教育から見た自由探究の意義
持続可能な社会を目指す教育は，日本では一般的に ESD（Education 
for Sustainable Development）と呼ばれ，「持続可能な開発のための教育」
と訳されている。ESDとは，「持続可能な社会づくりの担い手を育む教育」
であり，環境，貧困，人権，平和，開発といった様々な現代社会の課題を
自らの問題として捉え，身近な課題の解決につながる新たな価値観や行動
を生み出すこと，そしてそれによって持続可能な社会を創造していくこと
を目指す学習や活動である。また，ESDは，環境的視点，経済的視点，社会・
文化的視点から，より質の高い生活を次世代も含む全ての人々にもたらす
ことのできる開発や発展を目指した教育であり，持続可能な未来や社会の
構築のために行動できる人の育成を目的としているものである。（国立教
育政策研究所教育課程センター 2012）
学校における ESDの授業をどう行うかについては，「知識伝導型・教授
型授業から脱却し，子どもたちが主体的に学び，子どもたちが自分自身の
力で授業を創造していくような参加型の学習，言葉を変えるならば，子ど
もたちが自ら何かをつかみ取っていくような学習を実施しなければ，子ど
もたちの価値観や行動を変えることができないのです。」（多田ほか 2008）
と述べているように，子どもたちが自ら探究する問題解決型の授業が必要
であるとされている。これは自由探究そのものの考え方と合致するもので
ある。
国立教育政策研究所教育課程センター（2012）は ESDの構成概念の例
として，①多様性　②相互性　③有限性　④公平性　⑤連携性　⑥責任性，
そして，学習指導で重視する能力・態度の例として，表―3の 7つの能力
と態度を挙げている。
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表―3　ESDの学習指導で重視する能力態度
①批判的に考える力
②未来を予測して計画を立てる力
③多面的・総合的に考える力
④コミュニケーションを行う力
⑤他者と協力する力
⑥つながりを尊重する力
⑦進んで参加する態度
また，日本ユネスコ国内委員会（2012）は，6点を ESDで育みたい能
力として挙げている。
表―4　ESDで育みたい能力
① 持続可能な発展に関する価値観（人間の尊重，多様性の尊重，非排
他性，機会均等，環境の尊重等）
② 体系的な思考力（問題や現象の背景の理解，多面的かつ総合的なも
のの見方）
③代替案の思考力（批判力）
④データや情報の分析能力
⑤コミュニケーション能力
⑥リーダーシップの向上
一方，ESD－ J（持続可能な開発のための教育推進協議会）では，ESD
を通じて育みたい「能力」を以下の 9点としている。
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表―5　ESD-J　ESDを通じて育みたい能力
①自分で感じ，考える力
②問題の本質を見抜く力／批判する思考力
③気持ちや考えを表現する力
④多様な価値観を認め，尊重する力
⑤他者と協力してものごとを進める力
⑥具体的な解決方法を生み出す力
⑦自分が望む社会を思い描く力
⑧地域や国，地球の環境容量を理解する力
⑨みずから実践する力
以上のように ESDで育む能力態度は団体などにより多様ではあるが､
持続可能性や地球についてなどでなく，子どもの基本的な能力として書か
れている国立教育政策研究所教育課程センターの「ESDの学習指導で重
視する能力態度」の 7項目は一般的に ESDで育てる能力態度として考え
られることが多い。
ここでは，国立教育政策研究所教育課程センターの「ESDの学習指導
で重視する能力態度」と韓国の理科で行われている「自由探究で育まれる
能力・態度」を比較してみる。
①批判的に考える力
自由探究の性格の中に，「個別活動だけではなく，すべての活動を通
じて批判性，開放性，正直性，客観性，協同性など，科学的態度と意思
疎通能力を培うようにする」として「意思疎通」の項目の中に批判的に
見る目を養うことが述べられている。
②未来を予測して計画を立てる力
自由探究の「探究計画の作成」では，児童がグループメンバーと協力
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しながら，調査内容・役割分担・発表方法などに関する詳細な計画を作る。
また，発表もしなければならない。この活動を 3年生から 6年生まで繰
り返し行うので，未来を予測して計画を立てる力も育まれると考えられ
る。
③多面的・総合的に考える力
自由探究は，「STEAM」も意識しているので理科（科学）と他教科を
つなぐ活動も含有している。これは科学だけではなく科学を中心に多面
的な総合的に考える力を育成することが明記されている。
④コミュニケーションを行う力
自由探究の「意思疎通」がこれにあたるものと考えられる。しかし，
自由探究で述べられている「意思疎通」の方が，「批判性，開放性，正直性，
客観性，協同性など，科学的態度と意思疎通能力を培う」というコミュ
ニケーション力だけでなく広くとらえている。
⑤他者と協力する力
自由探究は 2～ 6人の小グループで「探究計画の作成」「探究活動・
中間点検」「最終的な報告書の作成」「報告書の発表」を行う他者と協力
しなければできない活動である。
⑥つながりを尊重する力
ESDにおいて国立教育政策研究所教育課程センター2012は3つの「つ
ながり」を提唱している。「教材のつながり」「人のつながり」「能力・
態度のつながり」である。
「教材のつながり」とは他の教科等や学年や実生活・実社会のつなが
りであるが，探究活動は「STEAM」の考え方から他教科とつながるこ
とを目指している。「日常生活の問題を科学的に解決する能力を涵養す
るようにする。」とも述べられていて，子どもたち自身が主題を決めて
いくので実生活に近いものになることが多いのではないかとも考えられ
る。
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「人のつながり」は児童同士や地域とのつながりである。地域とのつ
ながりについては，活動の主題次第だが，自由探究では，意思疎通を重
視するので，児童同士のつながりはより深まる活動であると考えられる。
「能力・態度のつながり」は能力・態度を行動に移したり実生活実社
会に広げていったりすることである。自由探究では，日常生活の問題を
科学的に解決する能力を涵養するという性格があるので，能力態度と日
常生活の問題解決とがつながったものになると考えられる。
⑦進んで参加する態度
自由探究の 3つのねらいの一つに「自己主導の学習能力を向上する。」
がある。韓国社会においても日本と同じように「理科離れ」が起こり，
今回の自由探究はそれに対応するものであるので，進んで参加すること
は自由探究の最も重要な一面であると考えられる。
以上のように，「自由探究」で育む能力と､ ESDで重視する能力態度に
は多くの共通点がある。この「自由探究」は理科という一教科の中での取
り組みであるが，そこで培われる能力・態度は持続可能な社会を目指す教
育の一翼を担うことになり，理科の中での持続可能な社会のための教育の
在り方の方向性を示しているのではないだろうか。
韓国では教育課程（理科）に自由探究が明記され，小学校の教科書は一
社のみであるので，すべての公立学校で自由探究への取り組みが行われて
いることとなる。
持続可能な社会のための教育は，すべての教科・領域で横断的に取り組
むとされているので，児童が理科の中で自由探究に取り組むことは，持続
可能な社会を考えていく能力・態度を身に付けていく一翼を担うことにな
る。また，それだけではなく，韓国国内の教員も持続可能な社会のための
教育に取り組む下地ができることになると思われる。
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6．おわりに
韓国の理科における自由探究について考えてきたが，まだ始まったばか
りの活動である。「1クラス 30人以上の児童の指導が現実的には難しい。」
「創意的活動を誘導する活動だが，一人一人の指導が難しい。」などの意見
もある。（教育部 2015）また，韓国版総合的な学習の時間である「創意体
験活動」と連携して運営できるかどうかも焦点になる。学校現場で定着し，
実践が行われていくのか，今後の動向を見守っていく必要があるだろう。
また，日本の学習指導要領理科編には，自由探究活動は明記されていな
い。今後日本の小学校理科の中で持続可能な社会のための教育を考えてい
く参考になるものと考えられる。
7．引用・参考文献・HP
元鐘彬・飯沼慶一・諏訪哲郎，2014，「韓国における環境科目開設の経緯
とその後の展開」，『環境教育』24-1，日本環境教育学会，pp.21-33　
佐藤学，2012，『学校を改革する』（岩波ブックレット No.842），岩波書店
孔泳泰，2015，「韓国の新しい小学校理科教科書の特徴」，『日本科学教育
学会研究会研究報告』29-9，日本科学教育学会，pp.47-52
教育部，2015，「自由探究 2015改訂教育課程」
http://www.seonyu.ms.kr/wah/main/file/download.do?id=20003　2015
年 8月 1日アクセス
国立教育政策研究所教育課程研究センター，2012，『ESDの学習指導過程
を構想し展開するために必要な枠組み』
多田孝志・手島利夫・石田好広，2008，『未来をつくる教育　ESDのすす
め』（日本標準ブックレット 9），日本標準
国立教育政策研究所，2013，『ESDの国際的な潮流』，平成 24年度教育改
　東洋文化研究 18 号　　　
（145）
380
革国際シンポジウム
日本ユネスコ国内委員会，2012，『ユネスコスクールと持続発展教育』
ESD-J,2015, ｢ESD-Jを通じて育みたい「能力」｣
http://www.esd-j.org/concept/concept02　2015年 8月 1日アクセス
その他，以下の教科書を用いた。
『과학 4-2』（2013）
『과학 6-2』（2013）　
